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■１ 団体の活動目的達成に向けて、今年度はどのような活動をしましたか。（公益活動に限る） 

活動日 
又は期間 場所 

公益を受けた 
ものは？ 

受益者 
（会員以外） 
人数※１ 

活動内容 

オ リ エ ン テ ーリ ン

グ 5 月 2 6 日 

 

野球 1 2 月 1 5 日 

 

ソ フ ト ボール 1 月

2 6 日 

岡崎公園・ 岡崎中

央総合公園 

 

市民 

 

オ リ エ ン テ ーリ

ング 3 2 人 

 

野球 1 7 8 人 

 

ソ フ ト ボール 4 0

人 

●フ レ ッ キア・ 親子スポーツ教室● 

オリ エンテーリ ング・ 野球ソ フ ト ボール。  

会場は主に岡崎中央総合公園を利用 

                                                           

対象／親子または保護者同伴の子ども 

様々な競技を計画的に実施し 、そのカ リ キュ ラ

ムの中でこ ども の体力向上・ 競技技術の向上を

図り 、 同時に親子の絆を深め、 地域交流を促進

する  

令和 6 年 4 月 1 日

～翌年３ 月３ １ 日 
岡崎中央総合公

園 

 

市民 

 

のべ 3 0 0 人 ●おかざき ジュ ニアフ ッ ト サルリ ーグ● 

U-1 0 ／4 チーム U-1 2 ／4 チームによるリ ー

グ戦および交流戦や親子対決などを随時開催 

令和 6 年 4 月 1 日

～翌年３ 月３ １ 日 

矢作体育館フ ッ

ト サル・ 矢岡崎中

央総合公園バス

ケト ーボール・ 岡

崎中央総合公園

フ ッ ト サル・ ラ グ

ビー・ 矢作東小ソ

フ ト ボール 

 

市民 

 

のべ 

1 5 0 0 人ほど  

●フ レ ッ キア・ スポーツ教室● 

フ ッ ト サル・ バスケッ ト ボール・ ソ フ ト ボール・

ラ グビー 

令和 6 年 4 月 1 日

～翌年３ 月３ １ 日 
岡崎中央総合公

園 

 

市民 

 

のべ 

1 0 0 0 人ほど  
●ソ フ ト ボール交歓会● 

中学高校女子対象 による交歓会（ 試合） を開

催 

私達の団体が掲げる目的を実現した活動を、以下の項目に従って報告します。 
なお、記載内容を一般に公開することに同意します。 

 

 

（宛先）岡崎市長 

団体の目的：団体の会則・規約に定められた団体の目的を記入してください。 

スポーツ振興を通し 、 親子の絆と 地域の交流を深めると 同時に子ども の健全育成を図る 

 

565



裏面の自己診断チェックリストもご記入ください。 
 

令和 6 年 4 月 1 日

～翌年３ 月３ １ 日 

岡崎中央総合公

園 

 

市民 

 

のべ 

5 0 0 人ほど 

●バスケッ ト ボール交歓会● 

中学高校女子対象 による交歓会（ 試合） を開

催 

※１ 公益を受けたものが「人」ではない、数が把握できない場合は記載がなくてもよい。＜ ex.自然環境＞ 

■２ 前項１に基づき、１年間の団体活動で岡崎市（広く市民社会一般）に何をもたらしましたか。 

フ レッ キア親子スポーツ教室／ ト ッ プ選手による優れた指導を通し 親子の絆を深め、 同時に市民の皆さ んの親交を育んだ 

おかざき ジュ ニアフ ッ ト サルリ ーグ／ ジュ ニアユースへのステッ プアッ プと し て競技レ ベル向上の効果と 、 様々な地域の人々と

のふれあいを通し 、 健全な地域社会の構築の一助と なっ た 

フ レッ キア・ スポーツ教／ 就学児童、 小学生、 中学生を対象と し た競技レ ベルの底上を図る活動。 どのク ラ ブチームに所属し てい

ても 自由に参加でき るこ と により 、多く の友達を作る機会が増え、学区を超えた子ども たちの交流の場と し て有意義なスポーツ教室

と なっ た 

ソ フ ト ボール交歓会／ 継続し て競技に携る機会を作り 、 ソ フ ト ボール普及を図り つつ、 懇親会などのイ ベント も 盛り 込み世代・ 地

域をこ えた交流の場を提供するこ と ができ た 

バスケッ ト ボール交歓会／ 継続し て競技に携る機会を作り 、ソ バスケッ ト ボール普及を図り つつ、懇親会などのイ ベント も 盛り 込

み、 世代・ 地域をこ えた交流の場を提供するこ と ができ た 

 

■３ 今年度の活動の公益性を自己評価し、付随する質問にお答えください。 
 
 

≪公益活動報告書裏面≫         自己診断チェックリスト 
■３ 下記の項目に該当する場合は、チェック✓してください。 
【１】活動実績について 

項目   活動実績について 
① ☐ 市民活動実績報告書に会員以外が参加した活動の記載がない（活動をしていない） 
② ☐ 市民活動実績報告書に記載した活動の主会場がすべて岡崎市外であった 
③ ☐ （団体の事務局が岡崎市外の団体で）公益活動報告書に記載した活動のうち、半数以上の主

会場が岡崎市外であった 
【２】構成員について  

項目 構成員について 
④ ☐ 構成員名簿がない 

①公益性の度合いを自己評価してください（数字に○をつけてください） 
高い ← ⑤  4  3  2  1 → 低い 

②上記の評価をした理由をお書きください。 
子ども の心身育成と 親子の絆・ 市民間交流を図るこ と を目的と し 、 実際に活動成果をあげているこ と から 。  

団体番号 5 6 5    団体名   NPO 法人ワスパ    

※構成員とは：団体の運営に携わっている人（会議などでの議決権を持つ人） 

このページは、一般公開されません  


